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金
沢
市
に
お
け
る
創
立
総
会
か

ら
本
年
で
８０
周
年
を
迎
え
た
全
国

市
議
会
議
長
会
は
５
月
２３
日
、
東

京
・
日
比
谷
公
会
堂
で
第
８８
回
定

期
総
会
を
開
催
し
た
。

当
日
は
、
関
谷
博
・
会
長
（
下

関
市
議
会
議
長
）
の
開
会
あ
い
さ

つ
か
ら
始
ま
り
�
写
真
上
掲
、
続

い
て
来
賓
と
し
て
出
席
し
た
野
田

佳
彦
・
内
閣
総
理
大
臣
の
代
理
で

長
浜
博
行
・
内
閣
官
房
副
長
官
、

横
路
孝
弘
・
衆
議
院
議
長
、
平
田

健
二
・
参
議
院
議
長
、
大
島
敦
・

総
務
副
大
臣
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
祝

辞
が
あ
っ
た
�
４
面
か
ら
５
面
に

掲
載
。

定
期
総
会
で
は
正
副
議
長
と
議

員
に
対
し
、
特
別
表
彰
５
４
０

人
、
一
般
表
彰
１
０
５
７
人
、
合

計
で
１
５
９
７
人
の
永
年
勤
続
表

彰
が
行
わ
れ
た
�
１０
面
に
掲
載
。

午
後
の
会
議
で
は
、
地
方
行
政

な
ど
７
委
員
会
の
代
表
か
ら
１
年

間
の
活
動
経
過
、
要
望
結
果
に
つ

い
て
報
告
し
了
承
さ
れ
た
�
６
面

か
ら
９
面
に
掲
載
。

そ
の
の
ち
、
各
部
会
提
出
決
議

の
２７
件
に
つ
い
て
全
会
一
致
で
決

定
し
た
�
２
面
に
掲
載
。
ま
た
、

会
長
提
出
決
議
の
「
東
日
本
大
震

災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
関
す
る

決
議
」
「
地
方
議
会
の
権
能
強
化

に
関
す
る
決
議
」
「
地
方
分
権
改

革
の
推
進
に
関
す
る
決
議
」
「
環

太
平
洋
経
済
連
携
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
に

関
す
る
決
議
」
に
つ
い
て
審
議

し
、
原
案
の
と
お
り
決
定
�
３
面

に
掲
載
。
顧
問
と
相
談
役
を
委
嘱

し
た
の
ち
全
日
程
を
終
了
し
た
。

な
お
、
定
期
総
会
か
ら
２
日
後

と
な
る
５
月
２５
日
に
は
、
５
３
９

市
の
議
長
（
ま
た
は
副
議
長
）
が

皇
居
・
豊
明
殿
に
参
殿
し
、
天
皇

陛
下
へ
の
拝
謁
の
栄
に
浴
す
と
と

も
に
、
陛
下
か
ら
お
言
葉
を
賜
っ

た
。
ま
た
、
参
殿
し
た
一
同
を
代

表
し
、
関
谷
会
長
が
陛
下
へ
言
上

し
た
�
１２
面
に
掲
載
。
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本本
会会
がが
第第
８８８８
回回

定定
期期
総総
会会
開開
催催

（１） 平成２４年６月１５日 第１８３５号



関
谷
博
・
本
会
会
長
（
下
関
市

議
会
議
長
）
は
５
月
３１
日
、
自
民

党
や
公
明
党
の
国
対
関
係
者
を
中

心
に
要
請
活
動
を
展
開
し
た
。
要

請
の
内
容
は
、
本
会
の
第
８８
回
定

期
総
会
で
決
定
し
た
会
長
提
出
決

議
の
４
件
�
３
面
に
掲
載
。

特
に
、
地
方
議
会
の
権
能
強
化

を
目
指
し
今
国
会
へ
提
出
さ
れ
て

い
る
地
方
自
治
法
改
正
案
は
、
国

会
審
議
が
円
滑
に
進
ん
で
い
な
い

影
響
を
受
け
、
未
だ
成
立
の
糸
口

が
見
え
て
い
な
い
。
関
谷
会
長

は
、
政
府
が
提
出
し
た
改
正
案
に

つ
い
て
、
早
期
に
成
立
さ
せ
る
よ

う
求
め
た
。

各各
部部
会会
提提
出出
決決
議議

北
海
道
部
会

▽
北
方
領
土
問
題
の
早
期
解
決
等

▽
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
協
定
交
渉
へ
の
参

加
反
対

▽
北
海
道
新
幹
線
の
建
設
促
進

東
北
部
会

▽
道
路
交
通
網
の
整
備
促
進

▽
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
早
期
復

旧
・
復
興

▽
原
子
力
発
電
所
事
故
災
害
の
対

応
北
信
越
部
会

▽
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
の

整
備
促
進

▽
中
部
横
断
自
動
車
道
の
早
期
全

線
整
備

▽
北
陸
新
幹
線
の
早
期
整
備

関
東
部
会

▽
子
宮
頸
が
ん
等
ワ
ク
チ
ン
接
種

緊
急
促
進
臨
時
特
例
交
付
金
の

延
長

▽
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
復
旧
・

復
興
支
援

▽
放
射
性
物
質
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

東
海
部
会

▽
償
却
資
産
に
対
す
る
固
定
資
産

税
▽
国
に
よ
る
子
ど
も
医
療
費
助
成

制
度
の
創
設

▽
原
発
に
依
存
し
な
い
エ
ネ
ル
ギ

ー
政
策
へ
の
転
換

近
畿
部
会

▽
高
速
道
路
等
の
交
通
網
整
備

▽
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
東
京
・

大
阪
間
の
早
期
全
線
同
時
開
業

▽
総
雨
量
２
０
０
０
ミ
リ
時
代
に

対
応
し
た
治
山
・
治
水
対
策
の

推
進

中
国
部
会

▽
医
療
制
度
改
革
の
推
進
及
び
逼

迫
す
る
市
町
村
国
保
へ
の
財
政

支
援

▽
地
域
医
療
再
生
の
た
め
の
医
師

・
看
護
師
確
保
対
策

▽
消
防
救
急
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
係
る
財
政
措
置

四
国
部
会

▽
個
人
住
民
税
の
年
金
特
別
徴
収

に
お
け
る
仮
徴
収
の
廃
止
及
び

徴
収
方
法
の
変
更

▽
国
民
健
康
保
険
財
政
へ
の
支
援

拡
充

▽
社
会
保
険
制
度
の
拡
充
に
よ
る

乳
幼
児
医
療
費
の
無
料
化
を
求

め
る
要
望

九
州
部
会

▽
自
治
体
病
院
の
医
師
確
保
対
策

及
び
財
政
支
援
措
置
の
充
実
強

化
▽
九
州
に
お
け
る
高
速
交
通
網
の

整
備
充
実

▽
防
災
・
災
害
対
策
の
充
実
強
化

関
谷
博
・
本
会
会
長
が
総
会
決
議

の
実
現
を
求
め
、
自
民
・
公
明
両

党
の
国
対
関
係
者
を
中
心
に
要
請

活
動
を
実
施
し
た
（
�
以
下
面
談

順
に
）
�
安
倍
晋
三
・
元
内
閣
総

理
大
臣
�
魚
住
裕
一
郎
・
公
明
党

参
議
院
国
会
対
策
委
員
長
�
佐
藤

勉
・
自
民
党
国
会
対
策
副
委
員
長

（
筆
頭
）
�
岸
田
文
雄
・
自
民
党

国
会
対
策
委
員
長
�
坂
本
哲
志
・

自
民
党
国
会
対
策
副
委
員
長
�
木

庭
健
太
郎
・
公
明
党
総
務
部
会
長

５
月
３１
日
に
要
請
し
た
決
議
４

件
は
、
「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
旧
・
復
興
に
関
す
る
決
議
」

「
地
方
議
会
の
権
能
強
化
に
関
す

る
決
議
」
「
地
方
分
権
改
革
の
推

進
に
関
す
る
決
議
」
「
環
太
平
洋

経
済
連
携
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
に
関
す
る

決
議
」
。
う
ち
「
地
方
議
会
の
権

能
強
化
に
関
す
る
決
議
」
で
は
、

自
治
法
改
正
案
の
早
期
成
立
の
ほ

か
、
議
長
へ
の
議
会
招
集
権
や
議

会
費
予
算
執
行
権
を
付
与
す
る
こ

と
、
議
会
の
予
算
修
正
権
を
全
面

的
に
認
め
る
こ
と
な
ど
を
求
め
て

い
る
。

【
面
談
要
請
先
】

▽
安
倍
晋
三
・
元
内
閣
総
理
大
臣

▽
魚
住
裕
一
郎
・
公
明
党
参
議
院

国
会
対
策
委
員
長
▽
佐
藤
勉
・
自

民
党
国
会
対
策
副
委
員
長
（
筆

頭
）
▽
岸
田
文
雄
・
自
民
党
国
会

対
策
委
員
長
▽
坂
本
哲
志
・
自
民

党
国
会
対
策
副
委
員
長
▽
木
庭
健

太
郎
・
公
明
党
総
務
部
会
長

【
秘
書
対
応
】

▽
遠
藤
乙
彦
・
公
明
党
国
会
対
策

委
員
長
代
理
▽
西
博
義
・
公
明
党

総
務
部
会
長
代
理
▽
漆
原
良
夫
・

公
明
党
国
会
対
策
委
員
長
▽
浜
田

靖
一
・
自
民
党
国
会
対
策
委
員
長

代
理

※
面
談
要
請
先
、
秘
書
対
応
と
も

に
面
談
順

総
会
決
議
の
実
現
求
め

関関
谷谷
会会
長長
がが
要要
請請
活活
動動
本会

④④

⑤⑤

⑥⑥

②②

①①

③③

第１８３５号 平成２４年６月１５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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東日本大震災からの復旧・復興に関する決議

東日本大震災から１年２ヶ月が経過した。被災自治
体においては、復旧・復興に向けて懸命の努力がなさ
れているものの、被災者の生活再建や住宅の集団移転
をはじめ、未だ残る膨大な災害廃棄物の処理、ライフ
ライン・公共施設の復旧、地域産業の再生等に加え、
東京電力福島第一原子力発電所事故に起因する放射性
物質による汚染問題への対応など解決すべき困難な課
題が数多く山積している。
発災以来、我々全国の市では、それぞれ被災地に対

し出来得る限りの支援を行ってきたところであるが、
これからの被災地の復旧・復興に向け、さらに全力で
支援を行っていく決意である。
国においては、これまで種々の施策が実施されてき

たが、全ての国民が念願する被災地の一日も早い復旧
・復興の実現に向け、さらに万全の措置を講じるよう
強く要請する。

以上決議する。

平成２４年５月２３日

全国市議会議長会

地方議会の権能強化に関する決議

今通常国会に政府が提出している地方自治法改正案
は、長による臨時会の招集に関する不適切な運用を是
正するとともに、専決処分制度の改善、委員会制度に
関する条例事項の拡大など地方議会の運営に関して自
主性・自律性を高めようとするものであり、本会をは
じめ議会三団体において、当面早急に改善すべき事項
として強く求めてきたものである。
また、地方議会が住民の負託に応え、その機能を十

分に発揮していくためには、今回の改正案にとどまら
ず、議会の自主性・自律性をより高め、各議会が地域の
実情に応じ、自らの判断により権能を行使できる「強
い議会」の構築が不可欠であり、議会活動を制約して
いる法令上の諸規定の更なる見直しが必要である。
よって、国においては、下記事項を実現するよう強

く要望する。
記

１．地方自治法改正案の早期成立
政府が提出している地方自治法改正案を、今通常

国会において早期に成立させること。

２．更なる地方議会の権能強化
今回の地方自治法の改正にとどまらず、更なる地

方議会の権能強化のため、次に掲げる事項について、
その実現を図ること。

（１）地方議会議員の職責・職務について地方自治法
に規定するなど、地方議会議員の法的な位置付
けを明確にすること。

（２）議長に議会招集権を付与すること。
（３）議会の予算修正権を全面的に認めることとし、

地方自治法第９７条第２項ただし書の制限規定を
削除すること。

（４）議長に議会費予算執行権を付与すること。

以上決議する。

平成２４年５月２３日
全国市議会議長会

地方分権改革の推進に関する決議

義務付け・枠付けの見直しや都道府県から市への権
限移譲を定める２次にわたる一括法が昨年成立し、さ
らに第３次一括法案も今通常国会に提出されたところ
である。
しかしながら、義務付け・枠付けの見直し及び都道

府県から市への権限移譲はいまだ不十分であり、地方
分権改革推進委員会の勧告に沿った更なる見直しが必
要である。
一方、国の出先機関改革については、去る４月２７日

に開催された地域主権戦略会議において、「国の出先
機関の事務・権限のブロック単位での移譲に係る特例
制度」が了承され、今通常国会への特例法案の提出を
目指すとされている。
出先機関の事務・権限のブロック単位での移譲及び

その受け皿となる広域的実施体制の制度設計に当たっ
ては、東日本大震災等の経験に鑑み、広域かつ機動的
な危機管理体制のあり方をはじめとして、基礎自治体
の意見を踏まえたより慎重な検討が行われるべきであ
る。
よって、国においては、下記事項を実現するよう強

く要望する。

記

１．義務付け・枠付けの見直し及び都道府県から市へ
の権限移譲
第３次一括法案を今通常国会において早期に成立

させるとともに、これまでに実現した事項にとどま
ることなく、更なる義務付け・枠付けの見直しと都
道府県から市への権限移譲を行うこと。

２．国の出先機関改革
国の出先機関改革の制度設計に当たっては、拙速

に進めることなく、地域住民の安全・安心に直接責
任を有し、地域の特性・実情に精通している基礎自
治体の意見を十分踏まえること。

以上決議する。

平成２４年５月２３日

全国市議会議長会

環太平洋経済連携（ＴＰＰ）に関する決議

現在、国においては、環太平洋経済連携（ＴＰＰ）
交渉参加に向けた関係国との協議を行うとともに、交
渉参加について検討を行っている。
ＴＰＰ協定に参加した場合、自動車、電気・電子、

機械など輸出関連産業においては、一定の経済効果が
期待されるが、一方で、農林水産業においては、持続
可能な基盤の整備、国際競争力の強化など、その体制
整備に向けた手だてが講じられないまま関税が即時完
全撤廃された場合、生産量・生産額の減少、関連産業
への影響、食料自給率の大幅な低下などが危惧され、
ひいては地域社会の崩壊につながることも懸念されて
いる。
よって、国は、ＴＰＰ交渉参加についての検討にあ

たっては、国民に対する情報提供により努めるととも
に、ＴＰＰ協定参加により我が国農林水産業が甚大な
影響を受けることのないよう、慎重に対応することを
強く求める。

以上決議する。

平成２４年５月２３日

全国市議会議長会

（３） 平成２４年６月１５日 第１８３５号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報



全
国
市
議
会
議
長
会
第
８８
回
定

期
総
会
の
開
催
に
当
た
り
、
一
言

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
は
、
住
民
に
最
も
身
近
な

代
表
と
し
て
日
々
ご
尽
力
さ
れ
て

い
る
市
議
会
の
皆
様
に
深
く
敬
意

を
表
し
ま
す
。
ま
た
、
東
日
本
大

震
災
か
ら
の
復
興
の
た
め
さ
ま
ざ

ま
な
ご
支
援
、
ご
協
力
を
頂
い
て

お
り
ま
す
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

日
本
再
生
元
年
と
な
る
べ
き
本

年
、
野
田
内
閣
は
、
大
震
災
か
ら

の
復
旧
・
復
興
、
原
発
事
故
と
の

闘
い
、
日
本
経
済
の
再
生
、
そ
し

て
、
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革

な
ど
、
目
下
の
重
要
課
題
に
対
し

使
命
感
と
緊
張
感
を
持
っ
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
の

象
徴
的
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
の

が
災
害
廃
棄
物
の
広
域
処
理
の
問

題
で
す
。
被
災
地
で
は
今
な
お
膨

大
な
量
の
災
害
廃
棄
物
が
残
さ
れ

た
ま
ま
と
な
っ
て
お
り
、
全
国
で

分
か
ち
合
っ
て
処
理
す
る
こ
と
が

不
可
欠
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
、
多
く
の
自
治
体
で
災
害
廃
棄

物
の
受
け
入
れ
を
表
明
し
て
頂
き

ま
し
た
。
市
議
会
議
長
を
は
じ

め
、
市
議
会
の
皆
様
か
ら
も
積
極

的
な
働
き
か
け
を
頂
い
た
こ
と
に

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

日
本
経
済
の
再
生
も
優
先
課
題

の
１
つ
で
す
。
地
方
を
元
気
に

し
、
中
小
企
業
を
は
じ
め
と
す
る

企
業
の
競
争
力
と
雇
用
の
創
出
を

両
立
さ
せ
、
日
本
経
済
全
体
が
元

気
を
取
り
戻
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
２４
年
度
予
算
で
は
、
国
の

財
政
も
極
め
て
厳
し
い
中
に
あ
っ

て
、
地
方
交
付
税
の
総
額
を
５
年

連
続
で
増
額
致
し
ま
し
た
。

も
う
１
つ
、
や
り
遂
げ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
課
題
が
社
会
保
障
と

税
の
一
体
改
革
で
す
。
今
月
か
ら

本
格
的
な
国
会
審
議
が
始
ま
り
ま

し
た
。
政
治
家
自
身
の
身
を
切
る

改
革
と
あ
わ
せ
て
何
と
し
て
も
実

現
さ
せ
る
考
え
で
す
。
今
回
の
改

革
で
は
、
消
費
税
の
引
き
上
げ
分

に
つ
い
て
、
地
方
に
も
配
分
す
る

こ
と
と
致
し
て
お
り
ま
す
。
社
会

保
障
制
度
を
支
え
る
地
方
の
財
源

確
保
に
も
つ
な
が
る
今
回
の
改
革

に
つ
い
て
、
住
民
の
皆
様
に
も
ご

理
解
を
頂
け
る
よ
う
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

地
域
主
権
改
革
に
つ
い
て
は
、

基
礎
自
治
体
の
声
を
し
っ
か
り
と

聞
き
な
が
ら
着
実
に
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
特
に
、
出
先
機
関
の
原

則
廃
止
に
つ
い
て
は
、
基
礎
自
治

体
の
意
見
を
確
実
に
反
映
で
き
る

制
度
と
す
る
よ
う
配
意
し
な
が

ら
、
関
連
法
案
の
提
出
に
向
け
検

討
を
進
め
て
お
り
ま
す
。（
要
約
）

東
日
本
大
震
災
の
発
災
か
ら
１

年
余
り
が
経
過
し
、
こ
の
間
、
被

災
さ
れ
た
市
に
お
い
て
は
、
昼
夜

を
問
わ
ず
に
ご
尽
力
頂
い
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
改
め
て
敬
意
を

表
す
る
次
第
で
す
。
ま
た
、
各
市

に
お
い
て
も
、
人
的
・
物
的
支
援

等
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
総
務
省
で
は
東
日
本
大
震

災
の
復
旧
・
復
興
事
業
に
つ
い
て
、

通
常
収
支
と
は
別
枠
で
所
要
の
事

業
費
及
び
財
源
を
確
保
し
、
そ
の

中
で
震
災
復
興
特
別
交
付
税
を
約

７
０
０
０
億
円
確
保
し
ま
し
た
。

社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
は
、

国
と
と
も
に
、
社
会
保
障
を
支
え

る
地
方
の
社
会
保
障
財
源
に
つ
き

ま
し
て
も
確
保
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
去
る
３

月
３０
日
に
国
会
に
提
出
さ
れ
た
地

方
税
に
係
る
税
制
抜
本
改
革
法
案

で
は
、
地
方
消
費
税
率
の
段
階
的

な
引
き
上
げ
や
引
き
上
げ
分
の
地

方
消
費
税
の
使
途
の
明
確
化
等
を

行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

２４
年
度
以
降
の
児
童
手
当
で

は
、
本
年
３
月
３０
日
に
児
童
手
当

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
が

成
立
し
ま
し
た
。
２４
年
６
月
支
給

分
か
ら
所
得
制
限
が
適
用
さ
れ
る

の
で
、
円
滑
な
移
行
が
で
き
る
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

２４
年
度
の
地
方
財
政
は
、
地
方

の
一
般
財
源
総
額
に
つ
い
て
２３
年

度
と
同
水
準
の
５９
兆
６
０
０
０
億

円
を
確
保
し
、
地
方
交
付
税
総
額

で
は
１７
兆
５
０
０
０
億
円
と
前
年

度
に
比
べ
約
１
０
０
０
億
円
を
増

額
確
保
し
ま
し
た
。

政
府
の
最
重
要
課
題
の
１
つ
と

し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
地
域

主
権
改
革
で
は
、
一
括
交
付
金
の

拡
充
を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
、
国

の
出
先
機
関
の
原
則
廃
止
に
向
け

て
、
地
域
主
権
戦
略
大
綱
や
ア
ク

シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

地
方
自
治
法
改
正
案
で
は
、
第

３０
次
地
方
制
度
調
査
会
の
意
見
も

踏
ま
え
、
一
定
の
場
合
に
お
け
る

議
長
へ
の
臨
時
会
の
招
集
権
の
付

与
等
を
盛
り
込
ん
だ
改
正
案
を
今

国
会
へ
提
出
し
て
お
り
ま
す
。
政

府
と
し
て
も
早
期
成
立
に
向
け
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。（
要
約
）

本本
会会
のの
積積
極極
的的
なな
行行
動動
にに
感感
謝謝
をを
表表
明明

〔
祝
辞
〕
内
閣
総
理
大
臣

野
田
佳
彦
氏

（
長
浜
博
行
・
内
閣
官
房
副
長
官
代
読
）

地地方方自自治治法法改改正正案案
のの早早期期成成立立をを誓誓うう
〔祝辞〕総務副大臣 大島敦 氏
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全
国
市
議
会
議
長
会
第
８８
回
定

期
総
会
が
開
催
さ
れ
る
に
当
た

り
、
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

全
国
市
議
会
議
長
会
は
今
年
で

創
立
８０
周
年
の
節
目
を
迎
え
ら
れ

ま
し
た
。
地
方
の
声
を
国
政
に
届

け
る
活
動
等
を
通
じ
て
、
こ
れ
ま

で
地
方
自
治
の
確
立
や
都
市
の
発

展
に
ご
尽
力
し
て
こ
ら
れ
た
関
係

者
の
皆
様
に
深
く
敬
意
を
表
し
ま

す
。未

曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
は
、

議
会
と
行
政
、
そ
し
て
、
住
民
が

一
体
と
な
っ
て
、
復
興
に
向
け
た

懸
命
な
努
力
が
続
け
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
被
災
地
自
治
体
の
職
員
の

皆
様
も
、
１
年
以
上
、
ふ
だ
ん
の
２

倍
か
ら
３
倍
の
業
務
量
で
大
変
お

疲
れ
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
ま
た
、

住
民
の
高
台
移
転
に
つ
い
て
、
市

民
の
合
意
形
成
な
ど
、
議
長
の
皆

様
方
に
も
ご
苦
労
の
多
い
こ
と
と

存
じ
ま
す
。
国
と
致
し
ま
し
て
も
、

復
興
庁
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
、

自
治
体
に
対
す
る
支
援
の
チ
ー
ム

を
今
後
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
く

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
多
く
の
市
町
村
の
皆

様
に
、
被
災
地
へ
の
職
員
の
派
遣

な
ど
、
ご
協
力
を
し
て
頂
い
て
お

り
ま
す
が
、
ぜ
ひ
今
後
と
も
継
続

し
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
頂
き
た
く
、

私
か
ら
も
議
長
の
皆
様
に
お
願
い

を
申
し
上
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

大
震
災
の
後
、
私
た
ち
が
痛
感

し
た
の
は
、
帰
る
べ
き
家
が
あ
り
、

家
族
が
お
り
、
仕
事
が
あ
っ
て
、

住
み
な
れ
た
ま
ち
で
、
時
に
は
帰

り
に
友
人
と
一
杯
飲
む
、
そ
ん
な

日
常
ふ
だ
ん
の
生
活
が
い
か
に
大

切
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ

い
ま
し
た
。
被
災
地
に
お
い
て
こ

う
い
う
生
活
を
取
り
戻
す
こ
と
が

で
き
ま
す
よ
う
に
、
地
域
に
お
い

て
住
民
同
士
の
交
流
を
深
め
、
お

互
い
に
支
え
合
う
社
会
の
構
築
を

目
指
し
て
、
こ
の
た
め
に
は
、
地

域
の
実
情
を
一
番
よ
く
知
っ
て
い

る
自
治
体
が
果
た
す
べ
き
役
割
は

非
常
に
大
き
い
も
の
が
あ
る
と
存

じ
ま
す
。
先
ほ
ど
も
お
話
が
あ
り

ま
し
た
が
、
地
域
主
権
改
革
３
法

が
成
立
を
し
て
、
地
方
分
権
が
大

き
く
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

国
と
地
方
の
協
議
の
場
が
法
制
化

さ
れ
、
ま
た
、
国
が
法
令
に
よ
り

自
治
体
の
事
務
や
事
務
処
理
方
法

を
縛
る
義
務
付
け
・
枠
付
け
を
見

直
し
、
関
与
を
縮
小
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
都
道
府
県
か
ら
市

町
村
へ
の
権
限
移
譲
も
実
現
を
致

し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
地
方

自
治
体
の
自
主
性
を
強
化
し
、
自

由
度
を
拡
大
す
る
た
め
で
あ
り
ま

す
。
既
に
多
く
の
自
治
体
で
条
例

の
制
定
に
着
手
を
さ
れ
て
お
り
ま

す
け
れ
ど
も
、
さ
ら
に
、
第
３
次
一

括
法
も
国
会
に
提
出
を
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
ど
う
か
こ
れ
ら
の
改
革

を
積
極
的
に
受
け
と
め
て
頂
き
、

さ
ら
に
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た

具
体
的
な
提
案
を
し
て
頂
き
ま
し

て
、
そ
れ
を
受
け
と
め
て
、
私
ど

も
も
一
緒
に
地
域
主
権
を
し
っ
か

り
確
立
し
て
い
き
た
い
と
、
考
え

て
お
り
ま
す
。
衆
議
院
と
し
て

も
、
皆
様
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が

ら
、
地
域
住
民
が
み
ず
か
ら
の
判

断
と
責
任
に
お
い
て
地
域
の
諸
問

題
に
取
り
組
む
活
気
に
満
ち
た
社

会
の
実
現
に
向
け
て
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
（
要
約
）

全
国
市
議
会
議
長
会
第
８８
回
定

期
総
会
の
開
催
に
当
た
り
、
心
よ

り
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
日

ご
ろ
よ
り
、
皆
様
に
は
、
議
会
運

営
の
か
な
め
と
し
て
、
そ
の
重
責

を
担
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
に

敬
意
を
表
し
ま
す
。
ま
た
、
今
年

は
全
国
市
議
会
議
長
会
の
８０
周
年

に
当
た
り
ま
す
。
８０
年
も
の
長
き

に
わ
た
り
地
域
の
発
展
に
取
り
組

ん
で
こ
ら
れ
た
関
係
各
位
に
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
国
会
に
お
い
て
は
、
全
国
市

議
会
議
長
会
と
し
て
も
審
議
促

進
、
早
期
成
立
に
期
待
を
寄
せ
ら

れ
て
い
る
地
方
自
治
法
改
正
案
を

は
じ
め
、
地
域
の
自
主
性
、
自
立

性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
と
し

て
、
今
回
で
３
次
と
な
る
い
わ
ゆ

る
一
括
法
案
の
提
出
も
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
大
都
市
制

度
に
関
す
る
議
論
の
高
ま
り
や
、

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
向

け
た
取
り
組
み
な
ど
、
地
方
自
治

を
取
り
巻
く
環
境
は
変
化
を
し
て

お
り
ま
す
が
、
地
域
住
民
の
声
を

市
政
に
反
映
す
る
意
味
に
お
い

て
、
市
議
会
の
果
た
す
役
割
が
重

要
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り

ま
せ
ん
。
地
域
の
住
民
か
ら
こ
こ

に
暮
ら
し
て
よ
か
っ
た
と
満
足
し

て
も
ら
え
る
こ
と
は
、
皆
様
に
と

っ
て
何
よ
り
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。

本
日
は
栄
え
あ
る
表
彰
を
受
け

ら
れ
る
皆
様
に
心
よ
り
お
祝
い
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
ご
列
席

の
皆
様
の
一
層
の
ご
活
躍
と
ご
健

勝
を
お
祈
り
致
し
ま
し
て
、
お
祝

い
の
言
葉
と
致
し
ま
す
。（
要
約
）

とと
もも
にに
地地
域域
主主
権権
のの
確確
立立
をを
目目
指指
しし
てて

〔
祝
辞
〕
衆
議
院
議
長

横
路
孝
弘
氏

８８００年年ににわわたたるる本本会会
のの取取りり組組みみにに感感謝謝

〔祝辞〕参議院議長 平田健二 氏

（５） 平成２４年６月１５日 第１８３５号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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第
８８
回
定
期
総
会
に
お
い
て
、
本
会
の
地
方
行
政
、
地
方
財
政
、

社
会
文
教
、
産
業
経
済
、
建
設
運
輸
、
国
会
対
策
の
各
委
員
会
、
国

と
地
方
の
協
議
の
場
等
に
関
す
る
特
別
委
員
会
の
７
委
員
会
代
表
が

報
告
し
た
１
年
間
の
活
動
経
過
や
要
望
結
果
の
要
旨
に
つ
い
て
、
６

面
か
ら
９
面
に
か
け
て
掲
載
し
ま
す
。

「
地
方
分
権
改
革
の
推
進
」
に

つ
い
て
本
委
員
会
が
求
め
て
参
り

ま
し
た
、
国
に
よ
る
義
務
付
け
・

枠
付
け
の
更
な
る
見
直
し
、
及
び

都
道
府
県
か
ら
市
へ
の
権
限
移
譲

に
つ
い
て
は
、
義
務
付
け
・
枠
付

け
の
第
２
次
見
直
し
と
都
道
府
県

か
ら
の
権
限
移
譲
を
内
容
と
す
る

い
わ
ゆ
る
第
２
次
一
括
法
が
、
昨

年
８
月
に
成
立
し
た
こ
と
に
続

き
、
義
務
付
け
・
枠
付
け
の
第
３

次
見
直
し
を
内
容
と
す
る
第
３
次

一
括
法
案
が
、
去
る
３
月
９
日
、

国
会
に
提
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

次
に
「
地
方
議
会
の
権
能
強

化
」
に
つ
い
て
で
す
が
、
総
務
省

が
示
し
た
地
方
自
治
法
改
正
案
に

つ
い
て
審
議
し
て
お
り
ま
し
た
第

３０
次
地
方
制
度
調
査
会
が
、
昨
年

１２
月
に
「
地
方
自
治
法
改
正
案
に

関
す
る
意
見
」
を
取
り
ま
と
め
、

野
田
総
理
大
臣
に
提
出
し
ま
し

た
。
こ
の
意
見
で
は
、
条
例
や
予

算
の
専
決
処
分
を
議
会
が
不
承
認

と
し
た
場
合
に
お
け
る
、
長
の
対

応
措
置
の
義
務
化
に
つ
い
て
、
制

度
化
を
図
る
べ
き
と
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
加
え
、
専
決
処
分
の

対
象
か
ら
副
知
事
・
副
市
町
村
長

選
任
を
除
外
す
る
こ
と
や
、
議
長

等
が
臨
時
会
の
招
集
請
求
を
し
て

も
、
長
が
議
会
を
招
集
し
な
い
場

合
に
お
け
る
議
長
へ
の
招
集
権
の

付
与
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
地
方
自

治
法
改
正
案
が
３
月
９
日
、
国
会

に
提
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
議
会
へ
経
営
状
況
の
報

告
を
要
す
る
、
市
の
出
資
法
人
の

範
囲
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
４
分

の
１
以
上
出
資
し
て
い
る
場
合
に

拡
大
す
る
政
令
が
、
昨
年
１２
月
に

施
行
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

「
合
併
市
町
村
に
対
す
る
支
援

の
拡
充
」
に
つ
い
て
は
、
東
日
本

大
震
災
で
被
災
し
た
合
併
市
町
村

に
お
け
る
合
併
特
例
債
の
適
用
期

限
が
、
昨
年
８
月
、
１０
年
か
ら
１５

年
に
延
長
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
被

災
市
町
村
は
、
さ
ら
に
５
年
延
長

し
、
２０
年
と
す
る
と
と
も
に
、
被

災
地
以
外
の
市
町
村
も
５
年
延
長

し
、
１５
年
と
す
る
法
案
が
、
昨
年

１１
月
に
臨
時
国
会
に
提
出
さ
れ
、

今
通
常
国
会
に
お
い
て
も
、
引
き

続
き
審
議
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

「
基
地
対
策
関
係
予
算
の
確

保
」
に
つ
い
て
は
、
総
務
省
所
管

の
基
地
交
付
金
・
調
整
交
付
金

は
、
前
年
度
と
同
額
の
３
３
５
億

円
余
が
確
保
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

防
衛
省
所
管
の
「
基
地
周
辺
対
策

経
費
」
に
つ
い
て
は
、
米
軍
再
編

関
係
を
含
め
、
対
前
年
度
比
１０
億

円
増
の
１
２
９
７
億
円
が
確
保
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
「
消
防

防
災
体
制
の
充
実
強
化
」、
「
過
疎

地
域
の
自
立
促
進
」、
「
北
方
領
土

返
還
」
等
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ

れ
所
要
額
が
確
保
さ
れ
ま
し
た
。

本
委
員
会
は
、
こ
の
１
年
間
、

所
管
事
項
で
あ
る
地
方
一
般
財
源

総
額
の
確
保
や
、
都
市
税
源
等
の

充
実
強
化
な
ど
に
向
け
、
政
府
・

国
会
等
へ
の
要
望
運
動
を
展
開
し

て
参
り
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
平

成
２４
年
度
の
地
方
財
政
計
画
の
規

模
は
、
通
常
収
支
分
に
つ
い
て
は

８１
兆
８
７
０
０
億
円
と
さ
れ
、
東

日
本
大
震
災
の
復
旧
・
復
興
事

業
、
及
び
緊
急
防
災
・
減
災
事
業

に
つ
い
て
通
常
収
支
分
と
は
別
枠

で
所
要
の
事
業
費
及
び
財
源
が
確

保
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
全
体
の

事
業
費
ベ
ー
ス
で
は
２３
年
度
を
上

回
る
財
源
が
確
保
さ
れ
ま
し
た
。

「
地
方
一
般
財
源
総
額
の
確

保
」
に
つ
い
て
は
、
地
域
主
権
改

革
に
沿
っ
た
財
源
の
充
実
を
図
る

た
め
、
通
常
収
支
分
の
地
方
交
付

税
が
出
口
ベ
ー
ス
で
前
年
度
比
０

・
１
兆
円
増
額
さ
れ
、
１７
・
５
兆

円
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
う
え

で
、
地
方
一
般
財
源
総
額
は
、
今

年
度
と
同
水
準
の
５９
・
６
兆
円
が

確
保
さ
れ
ま
し
た
。

「
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
に

お
け
る
地
方
税
財
源
の
確
保
」
に

つ
い
て
は
、
引
上
げ
分
の
消
費
税

収
の
社
会
保
障
給
付
に
お
け
る
国

と
地
方
の
配
分
に
つ
い
て
、
広
く

地
方
単
独
事
業
を
算
定
の
対
象
に

含
め
る
こ
と
と
さ
れ
、
消
費
税
率

５
％
引
上
げ
時
の
配
分
割
合
は
、

国
分
３
・
４６
％
、
地
方
分
１
・
５４

％
と
さ
れ
ま
し
た
。

２４
年
度
以
降
の
子
ど
も
の
た
め

の
手
当
で
は
、
年
少
扶
養
控
除
の

廃
止
等
に
伴
う
費
用
負
担
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
地
方
増
収
分
の
取

扱
い
が
焦
点
と
な
り
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
２４
年
度
の
国
と
地
方
の

負
担
割
合
を
２
対
１
と
し
、
こ
れ

を
恒
久
化
す
る
と
と
も
に
、
２５
年

度
以
降
の
平
年
度
化
す
る
地
方
増

収
分
に
つ
い
て
は
、
子
育
て
分
野

の
現
物
サ
ー
ビ
ス
に
活
用
す
る
こ

と
と
さ
れ
ま
し
た
。

２４
年
度
の
税
制
改
正
に
関
し
ま

し
て
は
、
自
動
車
重
量
税
の
税
率

が
一
部
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た

が
、
自
動
車
取
得
税
に
お
け
る「
エ

コ
カ
ー
減
税
」
の
再
編
等
に
よ
り
、

全
体
と
し
て
地
方
に
減
収
が
生
じ

な
い
よ
う
措
置
さ
れ
ま
し
た
。

地
方
債
で
は
、
地
方
の
財
源
不

足
に
対
処
す
る
た
め
の
所
要
額
を

確
保
し
た
う
え
で
、
臨
時
財
政
対

策
債
を
前
年
度
比
２
６
０
億
円
減

額
す
る
な
ど
、
地
方
長
期
債
務
残

高
が
抑
制
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

各各
委委
員員
会会
報報
告告（（
要要
旨旨
））①①
地
行

社
文

地
財

産
経

地地
方方
行行
政政
委委
員員
会会

香美市
議 長

西
村
�
成
・
委
員
長

地地
方方
財財
政政
委委
員員
会会

深川市
議 長

長
野
勉
・
委
員
長

西村�成・香美市議会議長が報告

長野勉・深川市議会議長が報告

第１８３５号 平成２４年６月１５日 （６）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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本
委
員
会
は
、
農
林
水
産
業
や

中
小
企
業
の
振
興
等
の
ほ
か
、
資

源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
な
ど
を
所

管
し
、
２３
年
度
は
特
に
、
東
日
本

大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た
農
林
水

産
業
を
は
じ
め
、
各
種
産
業
の
復

旧
・
復
興
に
向
け
た
支
援
策
を
求

め
て
参
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

被
災
農
家
経
営
再
開
支
援
事
業
や

水
産
業
復
興
支
援
対
策
な
ど
、
２４

年
度
復
興
庁
及
び
農
林
水
産
省
予

算
に
よ
り
、
農
地
の
津
波
被
害
か

ら
の
復
旧
、
損
傷
し
た
漁
船
や
養

殖
施
設
な
ど
の
回
復
が
図
ら
れ
る

こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

次
に
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
つ
き
ま

し
て
は
現
在
、
関
係
国
と
の
協
議

が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
交
渉

参
加
に
つ
い
て
の
検
討
で
は
、
国

民
に
対
す
る
情
報
提
供
に
よ
り
努

め
る
と
と
も
に
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
参

加
に
よ
り
、
我
が
国
、
農
林
水
産

業
が
甚
大
な
影
響
を
受
け
る
こ
と

の
な
い
よ
う
、
慎
重
に
対
応
す
る

こ
と
を
、
強
く
求
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

野
生
生
物
に
よ
る
農
林
水
産
物

被
害
の
防
止
に
つ
き
ま
し
て
は
、

鳥
獣
被
害
防
止
特
別
措
置
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
が
３
月
末
に

公
布
さ
れ
、
被
害
の
防
止
施
策
の

費
用
補
助
や
、
狩
猟
者
の
減
少
、
高

齢
化
を
防
ぐ
た
め
の
報
奨
金
の
交

付
が
法
律
上
明
記
さ
れ
ま
し
た
。

農
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
農
業

者
戸
別
所
得
補
償
制
度
が
、
担
い

手
づ
く
り
や
所
得
向
上
に
資
す
る

制
度
と
な
る
よ
う
要
望
を
行
っ
た

結
果
、
米
価
変
動
補
填
交
付
金
が

新
設
さ
れ
、
生
産
費
の
補
償
が
図

ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

林
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
水
源

林
の
保
全
に
つ
い
て
要
望
し
た
結

果
、
森
林
法
の
改
正
に
よ
り
、
無
届

け
伐
採
の
防
止
や
森
林
所
有
者
の

届
け
出
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

水
産
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新

規
就
業
、
後
継
者
育
成
の
促
進
に

つ
い
て
、
漁
業
就
業
者
確
保
・
育

成
対
策
事
業
が
新
設
さ
れ
、
就
業

準
備
講
習
や
漁
業
現
場
で
の
長
期

研
修
等
が
支
援
さ
れ
ま
す
。

中
小
企
業
振
興
で
は
、
未
曾
有

の
円
高
な
ど
長
引
く
厳
し
い
経
済

環
境
の
中
、
世
界
に
誇
る
高
い
技

術
力
を
持
っ
た
中
小
企
業
の
底
力

を
最
大
限
に
引
き
出
す
た
め
、
資

金
繰
り
支
援
策
な
ど
を
組
み
込
ん

だ
「
中
小
企
業
の
潜
在
力
活
用
・
戦

略
的
経
営
力
の
強
化
」
に
８
９
６

億
円
が
確
保
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
発
生
し

た
原
子
力
発
電
所
事
故
に
つ
い
て

は
、
防
災
対
策
の
強
化
の
た
め
、

原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
の

再
検
討
を
要
望
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
原
子
力
災
害
予
防
対
策
の

充
実
、
緊
急
時
に
お
け
る
災
害
対

策
本
部
の
強
化
等
を
盛
り
込
ん
だ

改
正
法
案
が
今
国
会
に
提
出
さ
れ

て
お
り
、
原
発
周
辺
住
民
の
避
難

対
策
の
整
備
に
つ
い
て
、
防
災
対

策
重
点
地
域
で
あ
る
Ｅ
Ｐ
Ｚ
の
見

直
し
が
行
わ
れ
る
予
定
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
中
央
防
災

会
議
に
お
い
て
、
こ
の
夏
を
目
処

に
防
災
対
策
報
告
書
が
と
り
ま
と

め
ら
れ
、
原
発
事
故
も
視
野
に
入

れ
た
安
全
対
策
が
示
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

本
委
員
会
は
、
医
療
、
福
祉
、

教
育
、
雇
用
対
策
な
ど
、
住
民
生

活
に
身
近
な
分
野
を
所
管
し
、
こ

れ
ら
施
策
の
充
実
に
向
け
て
要
望

活
動
を
展
開
し
て
参
り
ま
し
た
。

特
に
、
地
域
医
療
施
策
に
つ
き

ま
し
て
は
、
そ
の
充
実
を
最
重
要

課
題
と
し
て
位
置
付
け
、
医
師
不

足
や
偏
在
の
是
正
に
向
け
た
対
策

な
ど
を
強
く
求
め
て
参
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
本

年
度
の
医
学
部
の
入
学
定
員
に
つ

き
ま
し
て
は
、
主
に
地
域
枠
を
拡

大
し
、
昨
年
度
に
比
べ
６８
人
増
の

８
９
９
１
人
と
、
過
去
最
多
の
定

員
数
と
な
る
一
方
で
、
診
療
報
酬

に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
体
改
定
率

が
わ
ず
か
０
・
０
０
４
％
増
に
留

ま
り
、
地
域
医
療
に
と
っ
て
、
依

然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

お
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
引
き
続

き
各
施
策
の
充
実
を
国
に
要
望
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

次
に
、
子
ど
も
に
対
す
る
手
当

に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
本
委

員
会
で
は
、
子
ど
も
に
対
す
る
手

当
の
よ
う
な
全
国
一
律
の
現
金
給

付
に
つ
い
て
は
全
額
を
国
費
で
負

担
す
る
よ
う
要
望
す
る
と
と
も

に
、
２４
年
度
以
降
の
手
当
の
在
り

方
に
つ
い
て
は
、
国
と
地
方
と
で

十
分
な
協
議
を
行
う
よ
う
強
く
求

め
て
参
り
ま
し
た
。

特
に
、
手
当
の
費
用
負
担
の
あ

り
方
に
つ
い
て
は
、
年
少
扶
養
控

除
の
廃
止
等
に
伴
う
地
方
増
収
分

の
取
扱
い
が
焦
点
と
な
り
、
昨
年

１１
月
と
１２
月
に
相
次
い
で
開
催
さ

れ
た
国
と
地
方
の
協
議
の
場
に
お

い
て
、
激
し
い
議
論
が
交
わ
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
結
果
、
国
と
地
方
の
負
担

割
合
を
１
対
１
と
す
る
厚
生
労
働

省
案
は
撤
回
さ
れ
、
国
が
２
、
地

方
が
１
の
負
担
割
合
で
恒
久
化
さ

れ
る
と
と
も
に
、
地
方
の
自
由
度

の
拡
大
に
あ
わ
せ
た
一
般
財
源
化

の
ほ
か
、
２５
年
度
以
降
の
地
方
増

収
分
を
子
育
て
分
野
の
現
物
給
付

に
充
て
る
措
置
な
ど
が
講
じ
ら
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

次
に
、
公
立
小
中
学
校
の
耐
震

化
に
つ
い
て
は
、
耐
震
補
強
事
業

や
改
築
事
業
に
対
す
る
国
庫
補
助

率
の
引
上
げ
の
ほ
か
、
照
明
器
具

や
天
井
な
ど
非
構
造
部
材
の
耐
震

化
に
対
す
る
財
政
措
置
の
拡
充
強

化
を
併
せ
て
要
望
し
て
参
り
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
国
庫
補
助
率
の

引
上
げ
は
実
現
し
な
か
っ
た
も
の

の
、
非
構
造
部
材
の
耐
震
化
を
は

じ
め
防
災
機
能
強
化
の
た
め
の
補

助
事
業
の
拡
充
な
ど
に
向
け
、
昨

年
度
に
比
べ
５５
％
の
予
算
増
額
が

図
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
予
算
執
行
後
に

お
け
る
耐
震
化
率
は
９０
％
に
ま
で

進
捗
す
る
見
込
み
と
の
こ
と
で
あ

り
ま
す
が
、
災
害
時
に
お
け
る
避

難
場
所
と
も
な
る
学
校
施
設
の
役

割
の
重
要
性
に
鑑
み
、
そ
の
防
災

機
能
の
更
な
る
強
化
を
訴
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

産産
業業
経経
済済
委委
員員
会会

蒲郡市
議 長

波
多
野
努
・
委
員
長

社社
会会
文文
教教
委委
員員
会会

諏訪市
議 長

小
林
佐
敏
・
委
員
長

小林佐敏・諏訪市議会議長が報告

波多野努・蒲郡市議会議長が報告

（７） 平成２４年６月１５日 第１８３５号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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６
、
７
面
に
引
き
続
き
、
第
８８
回
定
期
総
会
に
お
け
る
各
委
員

会
の
報
告
に
つ
い
て
、
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。

本
委
員
会
は
、
地
震
や
水
害
な

ど
、
自
然
災
害
に
対
す
る
住
民
の

安
全
・
安
心
の
確
保
、
道
路
や
鉄
道

等
の
各
種
交
通
基
盤
整
備
の
推
進

な
ど
を
所
管
し
て
お
り
、
各
種
施

策
の
充
実
強
化
を
目
指
し
、
要
望

活
動
を
展
開
し
て
参
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
東
日
本
大
震
災
に
つ
き

ま
し
て
は
、
被
災
さ
れ
た
方
々
の

住
ま
い
の
確
保
や
、
復
興
に
向
け

た
ま
ち
づ
く
り
、
そ
し
て
交
通
基

盤
の
復
旧
の
た
め
、
平
成
２４
年
度

復
興
庁
予
算
に
お
い
て
、
６
５
４

３
億
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
ほ

か
、
地
方
自
治
体
自
ら
が
作
成
し

た
復
興
計
画
の
実
施
を
後
押
し
す

る
復
興
交
付
金
に
２
８
６
８
億
円

が
計
上
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
災
害
に
強
い
社
会

基
盤
整
備
の
た
め
、
国
土
交
通
省

予
算
に
お
い
て
公
共
施
設
の
耐
震

化
や
津
波
対
策
の
推
進
に
２
１
５

７
億
円
が
計
上
さ
れ
、
危
惧
さ
れ

て
い
る
東
海
・
東
南
海
・
南
海
地

震
等
に
備
え
る
こ
と
と
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
２３
年
度
は
台
風
な
ど
に

よ
る
、
度
重
な
る
水
害
や
土
砂
災

害
に
見
舞
わ
れ
た
年
で
も
あ
り
ま

し
た
。
本
委
員
会
で
は
、
治
水
対

策
及
び
被
災
者
生
活
再
建
支
援
の

推
進
等
を
要
望
し
、
そ
の
結
果
、
被

害
地
域
の
災
害
対
策
と
し
て
、
６

３
９
億
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
各
種
交
通
基
盤
整
備
の

推
進
で
あ
り
ま
す
が
、
特
に
、
高

速
道
路
は
、
物
流
や
観
光
な
ど
地

域
振
興
は
も
と
よ
り
、
災
害
時
の

緊
急
輸
送
や
広
域
救
急
医
療
に
資

す
る
命
の
道
で
も
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
高
速
道
路
政
策
の
明
確

な
方
向
性
の
提
示
及
び
、
整
備
推

進
に
必
要
な
恒
久
財
源
の
確
保
、

未
開
通
区
間
の
整
備
等
を
要
望
し

て
参
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
結
果
、
２４
年
度
に
は
、
約

３
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
高
速
道

路
の
供
用
が
開
始
さ
れ
る
と
と
も

に
、
全
国
各
地
の
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ

ン
ク
の
整
備
に
３
６
６
３
億
円
が

計
上
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
高
速
道
路
料
金
に
つ
い

て
、
本
州
四
国
連
絡
高
速
道
路
な

ど
、
高
く
設
定
さ
れ
て
い
る
特
別

料
金
を
廃
止
し
、
全
国
一
律
と
す

る
よ
う
求
め
た
と
こ
ろ
、
本
年
３

月
３０
日
に
開
催
さ
れ
た
社
会
資
本

整
備
審
議
会
道
路
分
科
会
に
お
い

て
、
負
担
の
公
平
性
や
他
の
交
通

機
関
と
の
関
係
を
踏
ま
え
、
対
距

離
制
を
基
本
と
す
べ
き
と
の
方
向

性
が
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

次
に
、
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
で

す
が
、
病
院
や
福
祉
施
設
等
の
ま

ち
な
か
へ
の
集
積
な
ど
、
市
街
地

の
活
性
化
支
援
に
つ
き
ま
し
て
、

今
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
社
会
資

本
整
備
総
合
交
付
金
の
対
象
事
業

と
し
て
、
「
暮
ら
し
・
に
ぎ
わ
い

再
生
事
業
」
が
継
続
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

終
わ
り
に
、
我
が
国
の
経
済
成

長
の
一
翼
を
担
う
と
期
待
さ
れ
る

観
光
立
国
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て

は
、
今
般
の
震
災
や
円
高
に
よ
る

外
国
人
観
光
客
の
減
少
に
対
し
、

訪
日
旅
行
促
進
事
業
、
い
わ
ゆ
る

ビ
ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
事
業
に
４９

億
円
が
計
上
さ
れ
、
徹
底
し
た
風

評
被
害
対
策
に
加
え
、
訪
日
旅
行

の
海
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

本
委
員
会
は
、
各
部
会
か
ら
推

薦
さ
れ
た
９
名
の
委
員
の
方
々

と
、
政
府
・
与
野
党
要
職
の
地
元

選
挙
区
を
考
慮
し
、
関
谷
会
長
か

ら
委
嘱
さ
れ
た
１１
名
の
委
員
の
方

々
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
全
国
市

議
会
議
長
会
の
重
点
要
望
事
項
の

実
現
を
図
る
た
め
、
政
府
・
与
野

党
へ
の
要
望
運
動
を
展
開
し
て
参

り
ま
し
た
。

昨
年
１２
月
５
日
に
は
、
平
成
２４

年
度
の
政
府
予
算
編
成
が
本
格
化

す
る
時
機
を
と
ら
え
て
委
員
会
を

開
催
し
、
「
地
方
税
財
源
の
充
実

強
化
に
つ
い
て
」
と
し
て
、
「
地

方
一
般
財
源
総
額
の
確
保
」「
『
社

会
保
障
・
税
一
体
改
革
』
に
お
け

る
地
方
税
財
源
の
確
保
」
「
子
ど

も
に
対
す
る
手
当
に
つ
い
て
」

「
車
体
課
税
に
係
る
地
方
財
源
の

確
保
」
の
４
項
目
か
ら
な
る
「
平

成
２４
年
度
政
府
予
算
に
対
す
る
重

点
要
望
」
を
決
定
し
、
要
望
運
動

を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
川
端
総
務
大
臣
、
池

口
民
主
党
企
業
団
体
対
策
委
員

長
、
谷
垣
自
由
民
主
党
総
裁
、
斉

藤
公
明
党
税
制
調
査
会
長
、
竹
歳

内
閣
官
房
副
長
官
を
は
じ
め
と
す

る
政
府
・
与
野
党
の
要
職
１４
名
の

方
々
と
直
接
面
談
し
、
重
点
要
望

の
善
処
方
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ

で
す
。

そ
の
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、

長
野
地
方
財
政
委
員
長
か
ら
ご
報

告
い
た
だ
い
た
と
お
り
で
あ
り
ま

す
。２４

年
度
の
地
方
財
政
対
策
に
つ

い
て
は
、
極
め
て
厳
し
い
財
政
状

況
の
中
、
地
方
財
政
運
営
に
支
障

が
生
ず
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
一

定
の
措
置
が
な
さ
れ
た
と
考
え
て

お
り
ま
す
が
、
地
方
分
権
改
革
が

推
進
さ
れ
る
中
で
、
市
民
生
活
に

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
行
政
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
地
域
の
活
性

化
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
地

方
交
付
税
の
増
額
に
よ
る
地
方
一

般
財
源
総
額
の
確
保
、
地
方
消
費

税
の
充
実
な
ど
に
よ
る
、
地
方
税

財
源
の
更
な
る
充
実
強
化
が
必
要

不
可
欠
と
考
え
る
次
第
で
す
。

国
と
地
方

協
議
の
場

等
特
別
委

国
対

建
運

各各
委委
員員
会会
報報
告告（（
要要
旨旨
））②②

建建
設設
運運
輸輸
委委
員員
会会

安芸高田市
議 長

藤
井
昌
之
・
委
員
長

国国
会会
対対
策策
委委
員員
会会

大牟田市
議 長

西
山
照
清
・
副
委
員
長

藤井昌之・安芸高田市議会議長が報告

西山照清・大牟田市議会議長が報告

第１８３５号 平成２４年６月１５日 （８）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報



本
委
員
会
は
、
昨
年
５
月
２
日

に
、
「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
に

関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
ま
し
て
、
国
と
地
方
の

協
議
の
場
に
対
す
る
本
会
の
意
見

調
整
を
行
う
た
め
の
当
面
の
組
織

と
し
て
、
第
８７
回
定
期
総
会
に
お

い
て
、
設
置
さ
れ
た
委
員
会
で
ご

ざ
い
ま
す
。

委
員
構
成
は
、
各
部
会
長
、
各

委
員
会
の
委
員
長
の
ほ
か
、
政
令

指
定
都
市
、
中
核
市
、
特
例
市
の

議
長
各
２
名
、
人
口
２０
万
人
未
満

の
市
の
議
長
９
名
、
及
び
会
長
委

嘱
委
員
、
合
わ
せ
て
３１
名
で
構
成

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
委
員
会

に
は
関
谷
会
長
及
び
各
副
会
長
に

も
、
ご
出
席
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

本
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
２３
年
度
は
、
昨
年
７
月
、
１１

月
、
本
年
１
月
の
３
回
、
委
員
会

を
開
催
し
、
「
社
会
保
障
・
税
一

体
改
革
」
、
「
子
ど
も
手
当
」
及

び
「
第
３０
次
地
方
制
度
調
査
会
」

に
関
す
る
本
会
の
対
応
等
に
つ
い

て
協
議
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
間
の
「
国
と
地
方
の
協
議

の
場
」
の
動
向
に
つ
い
て
で
あ
り

ま
す
が
、
本
年
４
月
ま
で
に
臨
時

会
合
を
含
め
９
回
、
ま
た
、
協
議

の
場
の
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革

分
科
会
が
４
回
、
そ
れ
ぞ
れ
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
２４
年
度
か

ら
児
童
手
当
と
し
て
支
給
す
る
こ

と
と
な
っ
た
「
子
ど
も
に
対
す
る

手
当
」
の
地
方
負
担
の
問
題
、
ま

た
、
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
で

の
地
方
単
独
事
業
の
取
扱
い
、
さ

ら
に
消
費
税
増
収
分
の
国
と
地
方

の
配
分
割
合
等
に
つ
い
て
、
国
と

地
方
と
の
間
で
激
論
が
交
わ
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
最
終

的
に
、
地
方
側
の
主
張
を
取
り
入

れ
た
形
で
決
着
を
見
た
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

協
議
の
場
の
構
成
員
で
あ
る
関

谷
会
長
、
ま
た
、
分
科
会
の
委
員

で
あ
る
水
野
前
副
会
長
の
ご
尽
力

に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と

も
に
、
地
方
に
対
す
る
国
側
の
極

め
て
厳
し
い
姿
勢
を
転
換
さ
せ
る

形
で
決
着
さ
せ
た
こ
と
は
、
ま
さ

に
「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」
が

法
制
化
さ
れ
た
か
ら
こ
そ
実
現
し

た
も
の
で
あ
り
、
誠
に
意
義
深
い

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

次
に
、
第
３０
次
地
方
制
度
調
査

会
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
地

方
自
治
法
に
つ
い
て
当
面
早
急
に

改
善
す
べ
き
事
項
に
絞
っ
た
審
議

を
終
え
、
改
正
法
案
が
３
月
に
国

会
に
提
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
現
在
は
、
「
大
都
市
制
度
の

あ
り
方
」
に
つ
い
て
、
検
討
が
進

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
大
都
市
制
度
に
つ
き
ま

し
て
は
、
本
会
と
し
て
も
、
意
見

集
約
が
難
し
い
テ
ー
マ
で
あ
る
た

め
、
去
る
１
月
の
委
員
会
に
お
い

て
、
今
後
、
政
令
指
定
都
市
、
中

核
市
、
特
例
市
の
そ
れ
ぞ
れ
の
ご

意
見
を
踏
ま
え
対
応
し
て
参
る
こ

と
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
び
の
震
災
に
際
し
ま
し

て
は
、
全
国
の
皆
様
か
ら
被
災
地

へ
の
人
的
支
援
を
は
じ
め
、
物
資

の
提
供
、
義
援
金
な
ど
、
ご
支
援

を
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
、
海
外
か

ら
も
数
多
く
の
心
温
ま
る
励
ま
し

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
き
ま
し
た
。

改
め
て
人
と
人
の
き
ず
な
を
強
く

実
感
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
日

ま
で
の
皆
様
の
ご
支
援
に
、
こ
の

場
を
お
か
り
し
て
厚
く
御
礼
を
申

し
上
げ
る
次
第
で
す
。

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
の
事
故
は
い
ま
だ
に
多
く
の

国
民
の
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
し
て

お
り
、
と
り
わ
け
、
福
島
県
の
原

発
周
辺
地
域
に
お
い
て
は
今
な
お

避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
な

ど
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、

本
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
関
谷
会

長
を
は
じ
め
、
会
員
各
市
の
ご
理

解
の
も
と
、
国
や
関
係
機
関
に
対

し
て
全
面
的
な
ご
支
援
に
つ
い
て

強
く
働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
し

た
。
本
会
の
こ
う
し
た
取
り
組
み

が
奏
功
し
、
国
に
お
い
て
も
従
来

の
枠
組
み
を
超
え
た
制
度
設
計
や

施
策
推
進
が
図
ら
れ
て
き
て
お
り

ま
す
が
、
今
後
と
も
個
々
の
被
災

地
の
実
情
に
寄
り
添
っ
た
き
め
細

か
な
支
援
を
強
く
期
待
し
ま
す
。

私
ど
も
被
災
自
治
体
と
致
し
ま

し
て
は
、
こ
の
大
震
災
を
決
し
て

忘
れ
る
こ
と
な
く
、
一
日
も
早
い

復
興
を
な
し
遂
げ
、
す
べ
て
の
住

民
が
心
穏
や
か
な
生
活
を
取
り
戻

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
今
後
と

も
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

第
７
回
全
国
市
議
会
議

長
会
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
催
す
る
に
あ
た
り
、
開

催
地
で
あ
る
松
山
市
の
寺

井
克
之
議
長
よ
り
あ
い
さ

つ
が
あ
っ
た
。

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
１０
月

１０
日
か
ら
１１
日
に
か
け
、

松
山
市
の
「
ひ
め
ぎ
ん
ホ

ー
ル
」
を
会
場
に
開
催
さ

れ
る
。
１
日
目
は
「
地
方

自
治
の
課
題
と
議
会
の
ミ

ッ
シ
ョ
ン
」
と
題
し
た
基

調
講
演
が
行
わ
れ
る
。
そ

の
後
「
地
方
議
会
に
お
け

る
政
策
形
成
の
在
り
方
に

つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
実
施
さ
れ
る
。

２
日
目
は
「
大
震
災
に

お
け
る
議
会
の
役
割
」
に

つ
い
て
事
例
報
告
等
を
踏

ま
え
、
課
題
討
議
が
実
施

さ
れ
る
。

国国
とと
地地
方方
のの
協協
議議
のの
場場
等等
にに

関関
すす
るる
特特
別別
委委
員員
会会

郡山市
議 長

大
内
嘉
明
・
副
委
員
長

東東
日日
本本
大大
震震
災災
被被
災災
地地
代代
表表
ああ
いい
ささ
つつ（（
要要
約約
））

佐佐
藤藤
正正
昭昭
・・
仙仙
台台
市市
議議
会会
議議
長長

寺寺井井克克之之・・松松山山市市議議長長
よよりり開開催催案案内内ああいいささつつ

本会フォーラム

大内嘉明・郡山市議会議長が報告

代表あいさつする佐藤正昭・仙台市議会議
長

（９） 平成２４年６月１５日 第１８３５号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報



正正
副副
議議
長長
１１２２
年年
以以
上上

▽
北
上
�
鈴
木
健
策

▽
千
曲
�

原

利
夫

正正
副副
議議
長長
８８
年年
以以
上上

▽
三
沢
�
馬
場
騎
一

▽
岩
沼
�

沼
田
健
一

▽
仙
北
�
佐
藤
峯
夫

▽
志
木
�
池
田
則
子

▽
向
日

�
�
野

浩

▽
大
竹
�
西
川
健

三

▽
糸
島
�
有
田
継
雄

議議
員員
４４５５
年年
以以
上上

▽
足
立
�
鈴
木

進

▽
相
模
原

�
溝
渕
誠
之

▽
八
尾
�
小
枝
洋

二

▽
い
ち
き
串
木
野
�
東

勝

巳
議議
員員
４４００
年年
以以
上上

▽
上
越
�
本
城
文
夫

▽
魚
津
�

田
中
光
幸

▽
金
沢
�
平
田
誠
一

▽
日
立
�
佐
藤
三
夫

▽
高
萩

�
寺
岡
七
郎

▽
高
萩
�
篠
原
新

一
郎

▽
碧
南
�
杉
浦
和
彦

▽

向
日
�
松
山
幸
次

▽
福
山
�
三

谷

積

▽
田
川
�
田
丸
雅
美

▽
平
戸
�
宮
本
利
男

▽
鹿
児
島

�
平
山

孝

議議
員員
３３５５
年年
以以
上上

▽
世
田
谷
�
唐
沢
と
し
み

▽
江

戸
川
�
片
山
知
紀

▽
鎌
倉
�
松

中
健
治

▽
北
茨
城
�
大
平
博
之

▽
つ
く
ば
�
石
川
千
之

▽
我
孫

子
�
松
島

洋

▽
静
岡
�
伊
東

稔
浩

▽
大
東
�
三
ツ
川

武

▽
泉
南
�
成
田
政
彦

▽
川
西
�

大
塚
壽
夫

▽
大
和
郡
山
�
田
村

雅
勇

▽
広
島
�
藤
田
�
之

▽

防
府
�
佐
鹿
博
敏

▽
嘉
麻
�
豊

一
馬

▽
浦
添
�
奥
本
道
夫

議議
員員
３３００
年年
以以
上上

▽
芦
別
�
日
沼
昇
光

▽
根
室
�

波
多
雄
志

▽
花
巻
�
阿
部
一
男

▽
相
馬
�
草
刈
敬
三

▽
加
賀

�
新
後
由
紀
子

▽
加
賀
�
川
下

勉

▽
白
山
�
�
田

巖

▽

文
京
�
島
元
雅
夫

▽
高
萩
�
平

正
三

▽
伊
勢
崎
�
原
田
和
行

▽
八
潮
�
豊
田
�
雄

▽
富
士

見
�
大
谷
順
子

▽
三
郷
�
堀
切

十
四
男

▽
千
葉
�
布
施
貴
良

▽
船
橋
�
池
澤
敏
夫

▽
岸
和
田

�
小
川
和
夫

▽
摂
津
�
山
本
靖

一

▽
摂
津
�
野
口

博

▽
大

阪
狭
山
�
北
村
栄
司

▽
豊
岡
�

村
岡
峰
男

▽
五
条
�
大
谷
龍
雄

▽
五
条
�
田
原
清
孝

▽
和
歌

山
�
和

田

秀

教

▽
府

中
（
広

島
）
�
平
田
八
九
郎

▽
下
松
�

城
市

進

▽
周
南
�
兼
重

元

▽
松
山
�
白
石
研
策

▽
土
佐

�
江
渕
土
佐
生

▽
鹿
島
�
松
尾

征
子

▽
臼
杵
�
西
水
忠
夫

▽

宮
崎
�
日
�
義
幸

定
期
総
会
で
の
正
副
議
長
、
議
員
の
永
年
勤
続
表
彰
者
は
、
特
別
表
彰
者
が
５
４
０
人
、
一
般
表
彰
者

が
１
０
５
７
人
、
合
計
で
１
５
９
７
人
と
な
っ
た
。
内
訳
は
次
の
と
お
り
。

▼
特
別
表
彰

正
副
議
長
１２
年
以
上
�
２
人
▽
同
８
年
以
上
�
７
人
▽
議
員
４５
年
以
上
�
４
人
▽
同
４０
年

以
上
�
１２
人
▽
同
３５
年
以
上
�
１５
人
▽
同
３０
年
以
上
�
３１
人
▽
同
２５
年
以
上
�
２
９
８
人
▽
同
２０
年
以
上

�
１
７
１
人

▼
一
般
表
彰

正
副
議
長
４
年
以
上
�
７８
人
▽
議
員
１５
年
以
上
�
２
７
３
人
▽
同
１０
年
以
上
�
７
０
６
人

本
紙
で
は
紙
面
の
都
合
上
、
特
別
表
彰
の
正
副
議
長
８
年
以
上
、
議
員
３０
年
以
上
を
対
象
に
所
属
議
会

と
氏
名
を
掲
載
し
ま
す
。
（
敬
称
略
、
５
月
２３
日
の
定
期
総
会
時
の
被
表
彰
者
名
簿
順
）

な
お
、
当
日
は
正
副
議
長
１２
年
以
上
で
表
彰
を
受
け
た
千
曲
市
の
原
利
夫
議
長
と
、
議
員
４５
年
以
上
で

表
彰
を
受
け
た
八
尾
市
の
小
枝
洋
二
議
員
が
代
表
受
領
を
行
い
、
表
彰
受
領
者
を
代
表
し
て
、
原
利
夫
・

千
曲
市
議
会
議
長
が
あ
い
さ
つ
し
た
。

永永
年年
勤勤
続続
表表
彰彰
のの
受受
賞賞
者者

特
別
表
彰

正
副
議
長
８
年
以
上
・
議
員
は
３０
年
以
上
を
掲
載

表彰受賞者を代表してあいさつ
する原利夫・千曲市議会議長

正副議長表彰を代表して受領する原利夫・千曲市議会議長
（右・正副議長１２年以上で特別表彰を受賞）

議員表彰を代表して受領する小枝洋二・八尾市議会議員
（右・議員４５年以上で特別表彰を受賞）

第１８３５号 平成２４年６月１５日 （１０）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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給付経理（給付に要する費用） （単位：千円）

１ 収支の状況

（１）収入総額 １００，１９１，４２１
（主な収入の内訳）
ア 負 担 金 ９６，８１２，９６６
イ 掛 金 ２，９７３，２７４
ウ 利息及び配当金 ８０，６９８

（２）支出総額 ７４，６６８，３８４
（主な支出の内訳）
ア 退 職 年 金 ３６，０２８，８７８
イ 退 職 一 時 金 ２１，９９４，５９１
ウ 遺 族 年 金 １１，６４３，１５６
エ 遺 族 一 時 金 １４６，５３５
オ 財政調整拠出金 １，１６５，０００

（３）収支損益額 （（１）－（２）） ２５，５２３，０３７
平成２３年度は収入総額の方が支出総額より上回ったた

め、２５５億２，３０３万７千円の当期利益金となった。このため、
前年度の剰余金７７億８，３８２万円に上乗せした。これにより、
平成２４年度に繰り越した給付積立金は３３３億６８６万円となっ
た。

２ 主な資産の内訳
（１）預 金 ３３，０６０，５６４
（２）投 資 有 価 証 券 ８００，０００
（３）生 命 保 険 ３，１３７，２９３

業務経理（事務に要する費用） （単位：千円）

１ 収支の状況

（１）収入総額 ２７８，０００
（収入の内訳）
ア 事務負担金 ２７７，４１６

議員一人当たり１３，０００円×議員定数
イ 利息及び配当金 ５８４

（２）支出総額 ３２２，４２１
（支出の内訳）
ア 役員報酬及び職員給与 ８８，５６３
イ 旅費及び事務費 ６８，２９８
ウ その他

（３）収支損益額 （（１）－（２）） △４４，４２１
平成２３年度は収入総額より支出総額の方が上回ったた

め、４，４４２万１千円の当期損失金となった。このため、前
年度の剰余金２億９，８６１万１千円から取り崩して平成２３年
度の業務に要する費用の不足金に補てんした。これにより
平成２４年度に繰り越した剰余金は２億５，４１９万円となった。

東
京
・
砂
防
会
館
を
会
場
に
５

月
２４
日
、
関
谷
博
・
会
長
（
下
関

市
議
会
議
長
）
の
あ
い
さ
つ
�
要

旨
を
左
下
掲
�
で
始
ま
っ
た
市
議

会
議
員
共
済
会
第
１
０
４
回
代
議

員
会
で
は
、
平
成
２３
年
度
の
会
計

決
算
を
認
定
す
る
と
と
も
に
、
新

た
な
地
方
議
会
議
員
年
金
に
つ
い

て
の
要
望
�
右
下
掲
�
を
審
議

し
、
原
案
の
と
お
り
決
定
し
た
。

決
算
認
定
に
先
立
ち
代
議
員
会

で
は
、
監
事
の
舩
見
亮
悦
・
三
沢

市
議
会
議
長
が
監
査
結
果
に
つ
い

て
報
告
し
、
年
金
と
一
時
金
の
給

付
に
要
す
る
「
給
付
経
理
」
、
共

済
会
の
事
務
に
要
す
る
「
業
務
経

理
」
、
い
ず
れ
も
適
正
に
処
理
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
監
査
で
確
認
し

た
と
説
明
し
た
。

ま
た
、
代
議
員
会
で
決
定
さ
れ

た
要
望
に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県

と
町
村
の
議
会
議
員
共
済
会
と
連

携
し
、
関
係
方
面
へ
要
請
活
動
を

展
開
す
る
こ
と
と
し
た
。

新たな地方議会議員年金についての要望

地方議会議員年金制度は、平成の大合併の進展
による議員数の大幅な減少等に伴い年金財政が急
速に悪化し、その維持運営が困難になったことに
より、平成２３年６月１日に廃止された。
半世紀にわたる歴史を有する地方議会議員年金

制度は、これまで、退職後の地方議会議員の老後
の生活を支える重要な役割を果たしてきたもので
あり、議員の専業化が進む今日において、議員を
志す新たな人材確保のためにも、議員退職後の老
後の生活を保障する年金制度は必要不可欠であ
る。
このことから、地方議会議員年金制度の廃止に

際し、衆参両院の総務委員会において、地方議会
議員の新たな年金について検討を行うよう、附帯
決議がなされたところである。
よって、国においては、廃止された地方議会議

員年金に代わる新たな地方議会議員の年金とし
て、市町村長や勤労者が加入する基礎年金に上乗
せの報酬比例部分のある公的年金制度への加入を
実現するよう強く要望する。
以上決議する。

平成２４年５月２４日
市議会議員共済会

会
長
あ
い
さ
つ（
要
旨
）

本
日
の
代
議
員
会
は
、
平
成
２３

年
度
の
会
計
決
算
、
新
た
な
地
方

議
会
議
員
年
金
制
度
に
つ
い
て
の

要
望
案
に
つ
い
て
ご
審
議
い
た
だ

く
も
の
で
す
。

地
方
議
会
議
員
年
金
制
度
は
、

昨
年
６
月
１
日
に
廃
止
法
が
施
行

さ
れ
、
制
度
の
廃
止
に
際
し
衆
参

両
院
の
総
務
委
員
会
に
お
い
て
、

地
方
議
会
議
員
の
新
た
な
年
金
制

度
に
つ
い
て
検
討
す
る
よ
う
附
帯

決
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
総
務
省
は
、
地

方
議
会
議
員
の
新
た
な
年
金
の
あ

り
方
に
関
す
る
検
討
報
告
を
ま
と

め
た
た
め
、
こ
の
検
討
報
告
を
踏

ま
え
、
新
た
な
地
方
議
会
議
員
年

金
に
つ
い
て
の
要
望
案
を
、
ご
審

議
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。

平成２３年度市議会議員共済会決算（要旨）

（平成２４年３月３１日現在）

代代
議議
員員
会会
でで
要要
望望
決決
定定
共済会

新
た
な
年
金
制
度
の
実
現
求
め
る

【写真右】開会にあたりあいさつする関谷博・共済会会長
【写真左】監査結果を報告する舩見亮悦・三沢市議会議長
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天天皇皇陛陛下下にに拝拝謁謁

５
３
９
市
の
議
長
（
ま

た
は
副
議
長
）
は
５
月
２５

日
、
皇
居
・
豊
明
殿
へ
参

殿
し
、
天
皇
陛
下
へ
の
拝

謁
の
栄
に
浴
す
と
と
も

に
、
お
言
葉
を
賜
っ
た
�

左
掲
。
関
谷
博
・
会
長
の

言
上
は
、
以
下
の
と
お
り
。

皆
さ
ん
が
公
益
の
た
め
に
日
々
尽
力
し
て
お
ら
れ
る

こ
と
を
誠
に
ご
苦
労
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

昨
年
は
東
日
本
大
震
災
が
お
こ
り
、
ま
た
、
夏
と
秋

に
は
豪
雨
に
よ
る
災
害
が
あ
り
ま
し
た
。
災
害
の
多
い

日
本
に
お
い
て
一
人
び
と
り
が
防
災
に
対
す
る
認
識
を

深
め
る
こ
と
が
極
め
て
大
切
と
思
わ
れ
ま
す
。
被
災
し

た
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
復
興
を
念
じ
、
皆
さ
ん
の
努
力

に
よ
り
少
し
で
も
安
全
な
国
土
と
な
っ
て
い
く
よ
う
願

っ
て
い
ま
す
。

ど
う
か
く
れ
ぐ
れ
も
体
を
大
切
に
さ
れ
、
今
後
と
も

市
民
・
区
民
の
幸
せ
と
地
域
の
発
展
の
た
め
に
力
を
尽

く
さ
れ
る
よ
う
希
望
し
ま
す
。

（
お
言
葉
要
旨
）

お
言
葉
賜
る

定
期
総
会
終

了
後
、
５
委
員
会

が
合
同
会
議
を

開

き
、
正

副

委

員
長
を
そ
れ
ぞ

れ
選
任
し
た
。

【
地
方
行
政
】
▽
委

員
長
�
門
田
国
光

（
串
間
市
）
▽
副

委
員
長
�
竹
内
卯

太
郎
（
長
野
県
中

野
市
）
▽
同
�
上

田
正
雄
（
長
岡
京

市
）
【
地
方
財
政
】

▽
委
員
長
�
斎
藤

賢
一
（
二
本
松
市
）

▽
副
委
員
長
�
豊

岡
賢
二
（
妙
高
市
）

▽
同
�
上

田

正

（
江
田
島
市
）
【
社

会
文
教
】
▽
委
員

長
�
古

川

隆

史

（
柏
市
）
▽
副
委

員
長
�
小
野
敏
雄

（
留
萌
市
）
▽
同
�

林

干

城
（
松

江

市
）【
産
業
経
済
】

▽
委
員
長
�
仲
元

男
（
大
和
郡
山
市
）

▽
副
委
員
長
�
黒

井

徹
（
名

寄

市
）

▽
同
�
天
木
幸
男

（
飛
�
市
）
【
建
設

運
輸
】
▽
委
員
長

�
吉
田
耕
一
（
坂

出
市
）
▽
副
委
員

長
�
田

中

元
（
弘

前

市
）
▽
同
�
藤

井
浩
治
（
四
日
市

市
）

第
３０
次
地
方
制
度
調
査
会
の
第
１３
回
専

門
小
委
員
会
が
５
月
３１
日
、
総
務
省
講
堂

で
開
催
さ
れ
、
大
都
市
制
度
の
あ
り
方
で

今
後
検
討
す
べ
き
論
点
に
つ
い
て
、
本
会

会
長
の
関
谷
博
・
下
関
市
議
会
議
長
ら
地

方
六
団
体
の
代
表
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実

施
し
た
。

は
じ
め
に
関
谷
会
長
は
、
本
会
の
構
成

団
体
が
人
口
３
７
０
万
人
の
自
治
体
か
ら

５
０
０
０
人
の
自
治
体
ま
で
幅
広
い
う

え
、
政
令
市
、
中
核
市
、
特
例
市
そ
れ
ぞ

れ
が
異
な
っ
た
課
題
を
抱
え
て
い
る
た

め
、
本
会
と
し
て
の
意
見
集
約
は
困
難
で

あ
る
と
の
認
識
を
示
し
た
。
あ
く
ま
で
も

私
見
と
断
っ
た
う
え
で
関
谷
会
長
は
「
大

都
市
も
基
礎
自
治
体
」
で
あ
り
、
「
基
礎

自
治
体
と
し
て
の
市
」
の
性
格
を
失
わ
せ

る
よ
う
な
検
討
に
な
っ
て
は
本
末
転
倒
だ

と
指
摘
し
た
。

全
国
８
１
０
都
市
の
議
会
議
長
を
代

表
い
た
し
ま
し
て
、
謹
ん
で
申
し
上
げ

ま
す
。
本
日
、
新
緑
鮮
や
か
な
皇
居
に
参
上

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
天
皇
陛
下
に
拝
謁

の
栄
を
賜
り
、
誠
に
光
栄
の
極
み
で
ご

ざ
い
ま
す
。

こ
の
た
び
の
東
日
本
大
震
災
に
あ
た

り
、
天
皇
陛
下
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

た
び
た
び
被
災
地
を
ご
訪
問
い
た
だ

き
、
被
災
者
に
対
す
る
心
温
ま
る
ご
激

励
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

各
都
市
に
お
い
て
は
、
発
災
後
、
被
災

地
に
対
す
る
支
援
に
努
め
て
参
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
被

災
地
の
復
旧
・
復
興
に
向
け
ま
し
て
、

心
を
ひ
と
つ
に
、
さ
ら
に
全
力
で
支
援

を
行
っ
て
参
る
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

我
々
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
今
後
と

も
、
地
方
自
治
の
確
立
と
住
民
福
祉
の

向
上
の
た
め
、
全
力
を
挙
げ
て
参
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

天
皇
陛
下
に
お
か
れ
て
は
、
な
に
と

ぞ
ご
健
勝
で
あ
ら
せ
ら
れ
、
併
せ
て
、

皇
室
の
ご
繁
栄
を
一
同
心
か
ら
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。

【写真提供＝宮内庁】

六
団
体
に
ヒ
ア
リ
ン
グ

本会５委員会が正副委員長を選任

地
制
調
専
門
小
委
が
大
都
市
制
度
で
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